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　田
中
重
太
郎
博
士
蔵
『
新
古
今
和
歌
集
』
断
簡

鈴　
木
　
徳
　
男

　故
田
中
重
太
郎
博
士
ご
所
蔵
の
『
新
古
今
和
歌
集
』
断
簡
と
は
、
巻
十
三
恋
歌
三
か
ら
巻
十
八
雑
歌
下
ま
で
の
残
葉
を
一
冊
に
集
め
た

も
の
で
、
縦
一
七
・
五
糎
、
横
十
六
糎
の
桝
型
本
、
列
帖
装
（
た
だ
し
、
現
存
の
装
丁
は
表
紙
と
も
新
し
く
全
面
改
装
さ
れ
て
い
る
）
、
本

文
料
紙
は
雁
皮
、
墨
付
十
五
丁
、
行
数
一
面
十
行
、
一
首
二
行
書
の
古
写
で
あ
る
。
歌
数
は
ミ
セ
ケ
チ
一
首
を
含
め
て
八
十
八
首
。

　田中
先
生
の
ご
生
前
、
ご
依
頼
を
受
け
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
図
書
館
蔵
、
正
宗
敦
夫
文
庫
本
の
断
簡
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

と
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
ナ
・
｛
・
β
・
牙
」
の
略
字
で
撰
者
名
注
記
が
み
え
、
隠
岐
で
除
か
れ
た
歌
に
は
右
肩
に
「
へ
」
　
　
　
「

の

符
号と
「
被
出
了
」
の
注
記
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
も
つ
一
本
で
あ
る
。
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
第

三

期
1
『
新
古
今
集
断
簡
』
の
解
説
中
に
所
載
の
、
国
歌
大
観
番
号
に
よ
る
残
存
歌
の
一
覧
表
を
借
り
、
田
中
博
士
蔵
本
の
残
存
歌
を
追
加

し
て
示
す
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。
田
中
博
士
蔵
本
の
残
存
歌
に
つ
い
て
は
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
区
別
す
る
。

巻

歌　
番
　
号

歌　
数

備　
　
　
　
　
考

巻第
＝
恋
歌
一

］

〇
三
七
ー
一
〇
四
四
一
〇
四
八
ー
↓
〇
六
二
一
〇
六
九
ー
一
〇
八
〇

八五二
首

一
〇
三

七
上

〇
六

二
下

〇
六
九
作
者
欠



巻第
一
二
恋
歌
二

巻第
一
三
恋
歌
三

巻第
一
四
恋
歌
四

巻第
一
五
恋
歌
五

一〇
八
五
ー
一
〇
九
五

一
〇
九
八
－
一
一
〇
五

一
一
八

七－
一
一
九
↓

一
一
九

二ー
一
一
九
六

一
↓
九七
－
一
二
〇
二

＝
一
〇
三
ー
一
二
〇
八

一
二
〇
九
ー
一
二
一
九

一二
一
一
〇
1
一
二
二
三

一
二
二
四
ー
一
二
二
八

一
一

一
二
九
ー
＝
一
三
三

＝
一
一
二
四
1
一
二
一
二
八

＝
一
四
三
ー
＝
一
四
七

一
二
五九
ー
一
二
六
五

一
二
七

二ー
↓
二
九
六

一
三〇
三
一
ー
一
三
〇
八

一
三
二
七
1
＝
二
三
三

＝
二
五
七
ー
一
三
七
五

一
四
〇

三
1
一
四
一
五

一
一首

　
八

首

　
五

首

　
五
首

　
六
首

　
六
首

＝
首

　
四

首

　
五首

　
五
首

　
五
首

　
五首

　
七
首

二
五
首

　
六
首

　
七
首

一
九
首

＝
二
首

一〇
八
五
詞
書
・
作
者
欠
、
一
〇
九
五
下
句
欠

一〇
九
八
上
句
欠

一
↓
八

七
詞
書
前
半欠

一
一
九
七

詞書
・
作
者
の
み

↓
一
九

七
詞書
・
作
者
欠
、
一
二
〇
三
作
者
の
み

一
二
〇

三
作
者欠
、
一
二
〇
九
詞
書
前
半
の
み

一
二
〇
九

詞
書前
半
欠
、
↓
二
二
〇
詞
書
後
半
欠

一
二
二〇
詞
書
前
半
欠
、
一
一
一
一
一
四
詞
書
前
半
の
み

一
二
二四
詞
書
前
半
欠

一
一

一四

三詞
書
欠

一
二
六
五下
句
欠

一
二
七

二
詞書
・
作
者
欠
、
一
二
九
六
下
句
欠

＝
二
〇
三
作者
欠
、
二
二
〇
九
詞
書
・
作
者
の
み

＝
一
一
二
七
上
句
欠
、
＝
二
≡
二
下
句
欠

＝
二
七
五
下
句
欠

一
四

〇

三
上句
欠

トコ
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料
紹
介
V
田
中
重
太
郎
博
士
蔵
「
新
古
A
7
和
歌
集
』
断
簡

巻第
一
六
雑
歌
上

一
四

七

三ー
一
四
七
七

四

首

一
四
七

三
上句
欠
、
一
四
七
八
イ
詞
書
の
み
（
ミ
セ
ケ
チ
の
作
一
首
あ
り
）

一
四
七八
イ
ー
↓
四
八
〇

四
首

一
四

七八
イ
詞
書
欠
、
一
四
八
一
詞
書
の
み

一四
八
五
ー
一
四
八
八

四
首

一
四
八
五
詞書
欠
、
一
四
八
八
下
句
欠

一四
九
七
ー
一
五
〇
〇

四

首

一
四

九
七詞
書
前
半
欠

一
五〇
一
－
一
五
〇
九

九首

一五
一
〇
詞
書
の
み

一五
一
〇
ー
一
五
一
四

五

首

一五
一
〇
詞
書
欠
、
一
五
一
五
詞
書
前
半
の
み

一
五

二
六
－
一
五
三
〇

五首

　
　
　
　
　
・
一
五
三
八
ー
一
五
四
二

五首

一
五
三
八詞
書
・
作
者
欠
、
一
五
四
三
詞
書
後
半
欠

一
五
五
五
－
一
五
五
七

三
首

↓
五
五
五作
者
欠
、
一
五
五
七
下
句
欠

巻第
一
七
雑
歌
中

↓
五
九
八
ー
一
五
九
九

二
首

一
六
〇
〇
詞書
・
作
者
の
み

巻第
一
八
雑
歌
下

一
七
〇
七
ー
一
七
一
↓

五首

↓
七
〇
七
詞書
欠
、
一
七
二
下
句
欠

一
七

二
〇
ー
一
七
二
三

・
四
首

一
七
二
三下
句
欠

一
七
四
六
ー
↓
七
七
九

三

四

首

一
七
四

六
上句
欠
、
一
七
七
九
下
句
欠

一
七
七
九
ー
一
七
八
四

五
首

一
七
七
九
上句
欠
、
一
七
八
五
詞
書
・
作
者
の
み

一
七
八

五
－
一
七
九
五

一

一
首

一
七
八

五
詞書
・
作
者
欠
、
一
七
九
六
詞
書
・
作
者
の
み

一
七
九

六
1
一
七
九
九

四

首

一
八
〇
〇

詞書
・
作
者
の
み

一
八

〇
〇
ー
↓
八
二
八

二
九

首

一
八

〇
〇
詞書
・
作
者
欠

一
5
2一



　
　
　
　
　
　
　

巻第
十
三
恋
歌
三
は
、
一
一
八
七
か
ら
巻
末
の
二
三
三
一
ま
で
が

　
　
　
　
　
　
整
っ
た
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
巻
第
十
五
恋
歌
五
の
三
十
二
首
を
補

　
　
　
　
　
　
う
な
ど
、
正
宗
文
庫
本
の
二
百
三
十
九
首
に
さ
ら
に
八
十
八
首
を
追

　
　
　
　
　
　
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
参
考
と
し
て
上
に
田
申
本
を
写
真
で
示

　
　
　
　
　
　
す
。
）
こ
の
八
十
八
首
を
ご
許
可
を
得
て
以
下
に
翻
刻
す
る
。
な
お
、

　
　
　
　
　
　

破傷
し
た
部
分
が
あ
り
、
と
く
に
恋
歌
の
巻
あ
た
り
の
撰
者
名
注
記

　
　
　
　
　
　

は

判
読
でき
な
い
場
合
が
あ
る
。
注
記
を
一
部
で
も
判
読
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　
歌
を
一
応
番
号
で
次
に
示
す
。
一
一
九
二
、
一
一
九
五
、
一
二
〇
五
、

　
　
　
　
　
　
　二
6
六
、
二
三
〇
、
一
三
二
、
二
三
二
、
一
一
三
三
、
一
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
　二
＝
一
＝
一
、
　
一
二
四
五
、
　
一
ニ
ヱ
ハ
一
一
、
　
一
m
四
〇
七
、
　
一
七
八
二
。
　
　
　
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　

翻
刻
に

際し
、
仮
名
遣
い
な
ど
の
表
記
は
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま

　
　
　
　
　
　

に
し
た
。
歌
は
上
句
下
句
に
わ
け
て
二
行
書
き
で
あ
る
が
、
一
行
と

テ
モ

　
　
　
　
　
し
、
上
句
と
下
句
の
間
を
一
字
あ
け
に
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
行
替

オ丁
　
　
　
　
　
　
え
は
」
、
丁
替
え
は
』
で
示
し
た
。
ま
た
、
国
歌
大
観
番
号
を
付
し
た
。

二
、

　
　
　
　
　

破
傷し
て
い
る
部
分
は
日
本
古
典
文
学
大
系
の
本
文
を
も
と
に
（
　
）

万
　
　
　
で
補
っ
た
。

ヨ
　
　
　
　
　　
　
末
筆
な
が
ら
、
故
田
中
先
生
の
奥
さ
ま
美
保
子
夫
人
に
お
礼
申
し

体　　
上
げ
る
と
と
も
に
先
生
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
聾
る
次
筆
あ
る
。

〈
資
料
裾
介
〉
田
中
重
太
郎
博
亡
蔵
『
新
古
A
，
和
歌
集
』
断
簡
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藤原
知
家

　
1
9
　　
こ
れ
も
ま
た
な
か
き
わ
か
れ
に
な
り
や
せ
ん
　
く
れ
を
ま
つ
へ
き
命
な
ら
ね
は

1　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
行
法
師

ヨ
ー
9
オ
あ
り
あ
け
は
思
い
て
あ
れ
や
よ
こ
く
も
の
　
た
・
よ
は
れ
つ
る
し
の
・
め
の
そ
ら

ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
マ
マ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
元
輔

　1
9
　
　
大
井
河
ゐ
せ
き
の
水
の
わ
く
ら
は
に
　
け
ふ
は
た
の
め
し
く
れ
に
や
は
あ
ら
ぬ

ー
　
　
　
　
　
　
け
ふ
と
ち
き
り
け
る
人
の
あ
る
か
と
・
』
ひ
て
侍
け

　
　
　
　
　
　れ
は
」
　
　
　
　
　
　
　
読
人
不
知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
距

5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

1
9
　

　ゆ
ふ
く
れ
に
命
か
け
た
る
か
け
ろ
ふ
の
　
あ
り
や
あ
ら
す
や
と
ふ
も
は
か
な
し

1
　
　
　
　
　
　西
行
法
師
人
く
に
百
首
寄
よ
ま
せ
」
侍
け
る
に
L
定
家
朝
臣

㎜
わあ
ち
き
な
く
つ
ら
き
あ
ら
し
の
・
ゑ
も
う
し
な
と
ゆ
ふ
く
れ
に
ま
ち
な
ら
ひ
け
ん

　
　
　
　
　
　恋
寄
と
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
上
天
皇
』

加
｛　
い
ま
こ
ん
と
た
の
め
し
こ
と
を
わ
す
れ
す
は
　
こ
の
ゆ
ふ
く
れ
の
月
や
ま
つ
ら
ん

1　

六

　
　
　
ま
つ
恋
と
い
へ
る
こ
・
ろ
を
L
　
　
　
　
　
　
　
式
子
内
親
王

脳
｛

き
み
ま
つ
と
ね
や
へ
も
い
ら
ぬ
ま
き
の
と
に
　
い
た
く
な
ふ
け
そ
や
ま
の
は
の
月

－
　
π
P
　
牙
　
　
　
恋
寄
と
て
よ
め
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
行
法
師

　
2
0

｛
た
の
め
ぬ
に
き
み
く
や
と
ま
つ
よ
ゐ
の
ま
は
　
ふ
け
ゆ
か
て
た
・
あ
け
な
ま
し
か
は
』

1



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
家
朝
臣

　2
0
　
　
か
へ
る
さ
の
も
の
と
や
人
の
な
か
む
ら
ん
　
ま
つ
よ
な
か
ら
の
あ
り
あ
け
の
月

1
　
　
　
　
　
　
題
不

知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
読
人

不
知

7
］

2
0β
き
み
こ
ん
と
い
ひ
し
よ
こ
と
に
ふ
け
ぬ
れ
は
　
た
の
ま
ぬ
も
の
・
こ
ひ
つ
・
そ
ふ
る

1
牙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人丸

鵬
｛　
こ
ろ
も
て
に
や
ま
お
ろ
し
ふ
き
て
さ
む
き
よ
を
　
き
み
き
ま
さ
す
は
ひ
と
り
か
も
ね
ん

－
　
乎
o

　
　
　
　
　
　左
大
将
朝
光
ひ
さ
し
く
お
と
つ
れ
侍
ら
て
』

　
　
　
　
　
　け
る
に
や
む
こ
と
な
き
お
と
こ
の
い
り
L
た
ち
て
い

　
　
　
　
　
　ふ
け
し
き
を
み
て
う
ら
み
L
け
る
を
女
あ
ら
か
ひ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　れ
は
よ
み
侍
り
」
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
定
文

む
2
2　
　
い
つ
は
り
を
た
・
す
の
も
り
の
ゆ
ふ
た
す
き
　
か
け
つ
・
ち
か
へ
わ
れ
を
お
も
は
・

1
　
　
　
　
　
　人
に
つ
か
は
し
け
る
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
羽
院
御
寄

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
）

2
2　
　
い
か
は
か
り
う
れ
し
か
ら
ま
し
も
ろ
と
も
に
　
　
ひ
ら
る
・
身
も
く
る
し
か
り
せ
は
』

1
　
　
　
　
　
片
思
の
こ
・
ろ
を
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
道
前
関
白
太
政
大
臣

2
　
（
わ
）

2
2　
　
　
れ
は
か
り
つ
ら
き
を
し
の
ふ
人
や
あ
る
と
　
い
ま
よ
に
あ
ら
は
お
も
ひ
あ
は
せ
よ

1
　
　
　
　
　
摂
政
太
政
大
臣
家
の
百
首
寄
合
に
L
契
恋
の
こ
・
ろ

　
　
　
　
　

を
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
大
僧
正
慈
円

〈
資
料
紹
介
〉
田
中
重
太
郎
博
士
蔵
『
新
古
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又
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西
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は
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と
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し
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に
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う
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よ
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ゆ
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く
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風
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つ
る
か
な

ー
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延
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（
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巫
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し
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や
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の
草
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ね
　
　
　
な
と
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め
の
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る
ら
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読
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ら
ん
山
か
つ
の
）
（
か
）
ほ
（
草
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を
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御
徽
子
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王

竺
か
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・
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返
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天
暦
御
寄

竺
い
ま
・
ん
と
た
の
め
つ
ふ
三
と
の
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そ
と
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に
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ゆ
る
も
み
ち
な
り
け
る
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3
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
す
き
の
こ
す
ゑ
の
ゆ
ふ
く
れ
の
そ
ら
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首
寄
中
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」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式
子
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親
王
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ら

撚
｛　
さ
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と
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ま
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月
日
そ
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つ
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ゆ
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・
う
の
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の
色
に
ま
か
せ
て
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ユ

謝

防
い
き
て
よ
も
あ
す
ま
て
人
も
つ
ら
か
ら
し
　
こ
の
ゆ
ふ
く
れ
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と
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へ
か
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の
心
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前
大
僧
正
慈
円
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あ
か
月
の
な
み
た
や
そ
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に
た
く
ふ
ら
ん
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お
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る
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お
と
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に
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中
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お
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と
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蹴
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瀬
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叶
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よ
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よ
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く
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れ
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よ
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く
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あ
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を
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卸

防山
し
ろ
の
ゐ
て
の
た
ま
水
て
に
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よ
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と
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く
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